
今
いま

、子
こ

どもたちの生
い

きるこの社
しゃ

会
かい

は、
私
わたし

たち大
おとな

人が子
こ

どもであった時
じ

代
だい

とは
大
おお

きく変
へん

化
か

しています。長
なが

引
び

く不
ふ

況
きょう

の
中
なか

、仕
し

事
ごと

と子
こ

育
そだ

てを両
りょう

立
りつ

させようと一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に頑
がん

張
ば

っている保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

も多
おお

くいらっしゃるこの時
じ

代
だい

、様
さま

々
ざま

に積
つ

み
重
かさ

なる問
もん

題
だい

に思
おも

うようにいかない日
ひ

々
び

、悩
なや

むこともあると
思
おも

います。それでも、私
わたし

たち大
おとな

人は激
げき

変
へん

するこの社
しゃ

会
かい

の未
み

来
らい

を担
にな

う子
こ

どもたちを育
そだ

てていることには、変
か

わりありま
せん。そして、子

こ

どもたちのより良
よ

い成
せい

長
ちょう

を願
ねが

うことにお
いても同

おな

じです。子
こ

育
そだ

ての悩
なや

みを共
とも

に分
わ

かち合
あ

うのがＰＴＡ
であり、共

とも

に学
まな

び成
せい

長
ちょう

させてくれるのもＰＴＡです。そんな
ＰＴＡ活

かつ

動
どう

を楽
たの

しむ大
おとな

人の姿
すがた

は、子
こ

どもたちに、未
み

来
らい

や自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

に対
たい

しての強
つよ

い希
き

望
ぼう

を感
かん

じさせるのではないでしょ
うか。明

あか

るい希
き

望
ぼう

にあふれる子
こ

どもたちが、世
せ

界
かい

をもっと
魅
み

力
りょく

的
てき

にしてくれると信
しん

じます。

県
けん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

・開
かい

催
さい

地
ち

甲
こう

賀
か

市
し

・甲
こう

賀
か

市
し

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

の後
こう

援
えん

と、甲
こう

賀
か

市
し

Ｐ・湖
こ

南
なん

市
し

Ｐの協
きょう

力
りょく

で行
おこな

われた今
こん

大
たい

会
かい

は、オ
ープニングアクト「水

みな

口
くち

ばやし合
ごう

練
れん

会
かい

」さんの地
ち

域
いき

伝
でん

統
とう

を若
わか

い世
せ

代
だい

に受
う

け継
つ

ぐ「水
みな

口
くち

ばやし」で幕
まく

を開
あ

けました。
開
かい

会
かい

行
ぎょう

事
じ

では、山
やま

添
ぞえ

会
かい

長
ちょう

のあいさつ、ご来
らい

賓
ひん

よりの祝
しゅく

辞
じ

、各
かく

市
し

町
まち

Ｐ連
れん

から推
すい

薦
せん

を頂
いただ

いた功
こう

労
ろう

者
しゃ

への表
ひょう

彰
しょう

と進
すす

みま
す。ＰＴＡの先

せん

進
しん

的
てき

な取
とり

組
くみ

を紹
しょう

介
かい

する実
じっ

践
せん

発
はっ

表
ぴょう

では、野
や

洲
す

市
し

立
りつ

中
ちゅう

主
ず

小
しょう

学
がっ

校
こう

ＰＴＡの取
とり

組
くみ

が発
はっ

表
ぴょう

され、その後
ご

の木
き

山
やま

裕
ゆう

策
さく

氏
し

の記
き

念
ねん

講
こう

演
えん

とも相
あい

まって、実
みの

りの多
おお

い研
けん

修
しゅう

機
き

会
かい

となり
ました。

３６歳
さい

で病
やまい

を発
はっ

症
しょう

。手
しゅ

術
じゅつ

に際
さい

し声
こえ

が出
で

なくなる可
か

能
のう

性
せい

を医
い

師
し

から告
つ

げられたことから､｢ 歌
か

手
しゅ

になる！」と
いう夢

ゆめ

の実
じつ

現
げん

に歩
あゆ

みだした木
き

山
やま

さん。最
さい

後
ご

のチャンス
と思

おも

われたオーディションで落
らく

選
せん

する父
ちち

の姿
すがた

に大
おお

泣
な

き
する幼

おさな

い子
こ

どもたちを見
み

て、諦
あきら

めかけるも「倒
たお

れても、
立
た

ち上
あが

がる姿
すがた

を見
み

せるべき」と考
かんが

え直
なお

し、チャレンジを
続
つづ

けたとのこと。勝
か

ち続
つづ

けること、負
ま

けないことでは
なく、負

ま

けた後
あと

どんな風
ふう

に立
た

ち上
あ

がるのかを身
み

をもっ
て教

おし

えたい。そんな思
おも

いで、子
こ

育
そだ

てに取
と

り組
く

む木
き

山
やま

さ
んが大

だい

事
じ

にしているのは、「考
かんが

える力
ちから

（自
じ

分
ぶん

・他
た

人
にん

・社
しゃ

会
かい

・命
いのち

について）」を育
そだ

てることと家
か

族
ぞく

で話
はな

し議
ぎ

論
ろん

する	

こと。「家
か

族
ぞく

で」という言
こと

葉
ば

に、一
いっ

緒
しょ

に子
こ

育
そだ

てをしてい
くんだという思

おも

いが現
あらわ

れる。今
いま

、コロナ禍
か

の中
なか

にあっ
て、再

さい

確
かく

認
にん

した家
か

族
ぞく

の絆
きずな

を感
かん

じながら、これまでを振
ふ

り返
か

って「つらいことがあっても、生
い

きていればきっと
いいことがある。」
ということを実

じっ

感
かん

し
ていると結

むす

び、透
とう

明
めい

感
かん

のある歌
うた

声
ごえ

に
よる歌

うた

のメッセージ
へとつながる講

こう

演
えん

でした。

2022年
ねん

12月
がつ

3日
か
（土

ど
）甲

こう
賀
か

市
し

あいこ
うか市

し
民
みん

ホールにおいて、県
けん

内
ない

各
かく

地
ち

から370名
めい

の参
さん

加
か

のもと「第
だい

65回
かい

滋
し

賀
が

県
けん

ＰＴＡ大
たい

会
かい

」を開
かい

催
さい

しました。

第
だい

65回
かい

学学
まなまな

びびとと成成
せいせい

長長
ちょうちょう

をを楽楽
たのたの

しむしむ
大大

おとなおとな

人人のの姿姿
すがたすがた

をを
地地

ちち

域域
いきいき

のの伝伝
でんでん

統統
とうとう

「「水水
みなみな

口口
くちくち

ばやし」ばやし」

子子
ここ

育育
そだそだ

ててでで深深
ふかふか

めようめよう！！家家
かか

族族
ぞくぞく

のの絆絆
きずなきずな

会
かい

長
ちょう

 山
やま

添
ぞえ

 友
とも

美
み

会
かい

長
ちょう

あいさつ オープニングアクト

滋滋
しし

賀賀
がが

県県
け んけ ん

ＰＴＡＰＴＡ大大
た いた い

会会
か いか い

5面
めん

に関
かん れん き じ

連記事 見
み

てね！

シンガー  木
き

山
やま

 裕
ゆう

策
さく

 氏
し講

こう
師
し
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他
た

の大
おお

勢
ぜい

と「違
ちが

う」ことは、ダメなこと？
ともすれば、陥

おちい

りやすい「マジョリティ（多
た

数
すう

派
は

）に属
ぞく

さ
ねば」という強

きょう

迫
はく

観
かん

念
ねん

からの解
かい

放
ほう

が多
おお

くの子
こ

を救
すく

うので
はないでしょうか。「違

ちが

うのが当
あ

たり前
まえ

」「違
ちが

っててもいい」
ですよね。協

きょう

調
ちょう

性
せい

とは、皆
みな

が同
おな

じ考
かんが

えを持
も

つことではなく、
個
こ

々
こ

の違
ちが

いを認
みと

め尊
そん

重
ちょう

しながら折
お

り合
あ

いをつける力
ちから

です。
身
か ら だ

体や発
はっ

達
たつ

の障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

、国
こく

籍
せき

、性
せい

別
べつ

、価
か

値
ち

観
かん

や文
ぶん

化
か

の背
はい

景
けい

…。それら互
たが

い
の様

さま

々
ざま

な個
こ

性
せい

とともに
過
す

ごすことでよりよく育
そだ

つ力
ちから

とも捉
とら

えられます。
こうした、インクルーシ
ブ教

きょう

育
いく

や交
こう

流
りゅう

教
きょう

育
いく

を受
う

け止
と

める学
がっ

校
こう

・ＰＴＡが
増
ふ

えてきました。

「みずいろ１１６号
ごう

（前
ぜん

号
ごう

）」に続
つづ

き、「社
しゃ

会
かい

的
てき

包
ほう

摂
せつ

 ＝ ソーシャルインクルージョン」について取
と

り上
あ

げます。
具
ぐ

体
たい

的
てき

なＰＴＡ活
かつ

動
どう

の場
ば

面
めん

で様
さま

々
ざま

に取
と

り組
く

まれている実
じっ

践
せん

を参
さん

考
こう

にしながら、各
かく

テーマについて考
かんが

えてみたいですね。

『『社社
しゃしゃ

会会
かいかい

的的
てきてき

包包
ほうほう

摂摂
せつせつ

』』

いろいろな個
こ

性
せい

が
一
いっ

緒
しょ

にいるからこそ分
わ

かり合
あ

える

そのお知らせ、
「みんな」に伝

つた
わってる？

学
がっ

校
こう

もＰＴＡも地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

も、多
おお

くの人
ひと

に知
し

って
もらうために様

さま

々
ざま

なお知
し

らせやお便
たよ

りを配
はい

布
ふ

し
ていますね。広

ひろ

く「みんな」に知
し

ってもらうための
連
れん

絡
らく

なのに、それが伝
つた

わりにくい人
ひと

がいるかもし
れないことに意

い

外
がい

と気
き

づかないことがあります。
多
た

様
よう

性
せい

がすすんだこの社
しゃ

会
かい

では、｢ みんな ｣ の
範
はん

囲
い

を広
ひろ

げる視
し

点
てん

が必
ひつ

要
よう

かもしれません。
地
ち

域
いき

によっては、お便
たよ

りにルビを振
ふ

ったり、ポ
ルトガル語

ご

やスペイン語
ご

への翻
ほん

訳
やく

版
ばん

を作
さく

成
せい

したり
する取

とり

組
くみ

が増
ふ

えてきています。

制
せい

服
ふく

のデザインって、
そうでないといけないの？

多
おお

くの中
ちゅう

学
がっ

校
こう

や一
いち

部
ぶ

の小
しょう

学
がっ

校
こう

で、導
どう

入
にゅう

している制
せい

服
ふく

や標
ひょう

準
じゅん

服
ふく

。慣
かん

習
しゅう

を理
り

由
ゆう

に機
き

能
のう

的
てき

でないものを強
きょう

制
せい

してはいないでしょうか？また、
心
こころ

の性
せい

と身
か ら だ

体の性
せい

の不
ふ

一
いっ

致
ち

によってしんどい思
おも

いをしている子
こ

はい
ないでしょうか？

近
きん

年
ねん

、学
がっ

校
こう

と PTA の協
きょう

力
りょく

で、制
せい

服
ふく

のデザインを変
へん

更
こう

したり、スカー
トやスラックスを自

じ

分
ぶん

で選
せん

択
たく

できたりする学
がっ

校
こう

が増
ふ

えてきました。

タブー視
し

しないで、
大
だい

事
じ

な「いのち」について考
かんが

える

公
こう

平
へい

っていうけれど…子
こ

どもには教
きょう

育
いく

を受
う

ける権
けん

利
り

がある

近
きん

年
ねん

話
わ

題
だい

になっている「生
せい

理
り

の貧
ひん

困
こん

」は、単
たん

に経
けい

済
ざい

格
かく

差
さ

に起
き

因
いん

する課
か

題
だい

としてだけでなく、女
じょ

性
せい

一
いっ

般
ぱん

に対
たい

する不
ふ

平
びょう

等
どう

性
せい

として提
てい

議
ぎ

されています。もちろん子
こ

どもたちが当
とう

事
じ

者
しゃ

であることも少
すく

なくありませんが、「性
せい

に関
かん

することをタ
ブー視

し

」する感
かん

覚
かく

が、子
こ

どもたちを苦
くる

しめてはいないでしょ
うか。

性
せい

教
きょう

育
いく

（命
いのち

の教
きょう

育
いく

）を正
しょう

面
めん

からとらえた研
けん

修
しゅう

会
かい

や学
がっ

校
こう

ト
イレにメッセージとともに無

む

料
りょう

生
せい

理
り

用
よう

品
ひん

を配
はい

置
ち

する取
とり

組
くみ

を
している PTA があります。

同
おな

じことをするのに、１０の力
ちから

を要
よう

する人
ひと

もいれば１の力
ちから

でできちゃう人
ひと

もいます。そ
の人

ひと

の仕
しごと

事や家
か

族
ぞく

構
こう

成
せい

、個
こ

人
じん

の思
し

想
そう

や得
え

手
て

・
不
ふ

得
え

手
て

によるものかもしれません。こうした
個
こ

々
こ

の状
じょう

況
きょう

を考
こう

慮
りょ

せず、「みんな一
いっ

緒
しょ

」とくじ
や輪

りん

番
ばん

で決
き

めることは、一
いっ

見
けん

平
びょう

等
どう

に見
み

えてそ
うではないのかもしれません。PTA の役

やく

員
いん

選
せん

出
しゅつ

でよくあるトラブルの話
はなし

です。

義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

ということばは、子
こ

どもが教
きょう

育
いく

を受
う

けられるよう
にする義

ぎ

務
む

が大
お と な

人にあることを指
さ

します。教
きょう

育
いく

は子
こ

どもにとっ
ては、義

ぎ

務
む

ではなく権
けん

利
り

です。経
けい

済
ざい

的
てき

な理
り

由
ゆう

で教
きょう

科
か

書
しょ

が買
か

え
ず教

きょう

育
いく

が受
う

けられないことに対
たい

して声
こえ

を上
あ

げ、「教
きょう

科
か

書
しょ

無
む

償
しょう

化
か

制
せい

度
ど

」を勝
か

ち取
と

った昭
しょう

和
わ

の高
こう

知
ち

の母
はは

たちの例
れい

を持
も

ち出
だ

すまで
もなく、どの子

こ

もが教
きょう

育
いく

を受
う

けられる権
けん

利
り

を
守
まも

るのは大
お と な

人の仕
し

事
ごと

で
す。家

か

庭
てい

の背
はい

景
けい

や子
こ

ど
もの個

こ

性
せい

によらず、平
びょう

等
どう

に教
きょう

育
いく

を受
う

ける権
けん

利
り

を守
まも

っていかねばなり
ません。

三
み

重
え

大
だい

学
がく

教
きょう

授
じゅ

 深
ふか

井
い

英
ひで

喜
き

先
せん

生
せい

のお話
はなし

社
しゃ

会
かい

的
てき

排
はい

除
じょ

とは、特
とく

定
てい

の人
ひと

たち（障
しょう

がいや生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

等
など

）の問
もん

題
だい

ではありません。人
ひと

は誰
だれ

しも「個
こ

性
せい

」を
持
も

っています。その個
こ

性
せい

は、状
じょう

況
きょう

次
し

第
だい

で排
はい

除
じょ

の要
よう

因
いん

になります。女
じょ

性
せい

であること、そして若
わか

者
もの

であることも、
企
き

業
ぎょう

社
しゃ

会
かい

では排
はい

除
じょ

の要
よう

因
いん

となります。社
しゃ

会
かい

的
てき

排
はい

除
じょ

とは、人
ひと

が潜
せん

在
ざい

的
てき

な能
のう

力
りょく

を発
はっ

揮
き

する機
き

会
かい

さえ制
せい

限
げん

す
る状

じょう

態
たい

を言
い

います。
対
たい

して包
ほう

摂
せつ

的
てき

な社
しゃ

会
かい

とは、多
た

様
よう

性
せい

のある社
しゃ

会
かい

です。社
しゃ

会
かい

を考
かんが

える上
うえ

で「多
た

様
よう

性
せい

」は重
じゅう

要
よう

な概
がい

念
ねん

です。
多
おお

くの研
けん

究
きゅう

が、多
た

様
よう

性
せい

が社
しゃ

会
かい

に安
あん

定
てい

性
せい

と経
けい

済
ざい

的
てき

活
かつ

力
りょく

を生
う

むことを示
しめ

しています。多
た

様
よう

性
せい

のある社
しゃ

会
かい

は、
人
ひと

々
びと

がお互
たが

いの個
こ

性
せい

に共
きょう

感
かん

し合
あ

うため、安
あん

心
しん

感
かん

が高
たか

まります。また、多
た

彩
さい

なアイデアと能
のう

力
りょく

を調
ちょう

達
たつ

でき、
社
しゃ

会
かい

経
けい

済
ざい

の変
へん

化
か

に強
つよ

く活
かつ

力
りょく

を生
う

みます。	 （三重大学人文学部法律経済学科 教授）

ひとりの
ためは、

みんなの
ために

つながる

前
ぜんごう

号でも資
しりょう

料を

ご提
ていきょう

供いただいた

はは、、心心
こころこころ

ののバリバリアア フリフリーー

（2）  117号  2023（令和5）年3月1日 第117号  2023（令和5）年3月1日  （3）



滋
し
賀
が
県
けん
PTA連

れん
絡
らく
協
きょう
議
ぎ
会
かい
があなたのPTA活

かつ
動
どう
を応
おう
援
えん
します

何
なに

においても、その立
たち

場
ば

に実
じっ

際
さい

なっ
てみないと状

じょう

況
きょう

や気
き

持
も

ちはわからな
いもの。その中

なか

で個
こ

性
せい

や特
とく

性
せい

を認
みと

め合
あ

うには…。難
むずか

しいけれど、難
むずか

しく考
かんが

え
すぎず一

いっ

歩
ぽ

だけ歩
あゆ

み寄
よ

ってみたり、少
すこ

しだけ想
そう

像
ぞう

してみたり…。まずは「知
し

る」ことが大
おお

きなファーストステップ
なのかも。表

ひょう

情
じょう

が見
み

えないままの世
よ

の
中
なか

、心
こころ

だけは寄
よ

せていけるようにでき
ればいいなと思

おも

います。

編集後記

隣隣
となりとなり

の PTAの PTA  

  何何
な にな に

してる！？してる！？

　会
かい
員
いん
数
すう
が500名

めい
を超

こ
える中

ちゅう
主
ず
小
しょう
学
がっ
校
こう
PTAでは、これまでの

「アナログな」PTA活
かつ
動
どう
の中

なか
で、課

か
題
だい
意
い
識
しき
がありました。「LINE

等
とう
を使

つか
った役

やく
員
いん
間
かん
の連

れん
絡
らく
で情

じょう
報
ほう
が埋

う
もれる、時

じ
間
かん
を問

と
わず通

つう

知
ち
が来

く
る。作

さく
成
せい
文
ぶん
書
しょ
やデータがそれぞれ各

かく
自
じ
のUSBメモリに

存
そん
在
ざい
する。会

かい
員
いん
への通

つう
知
ち
や文

ぶん
書
しょ
配
はい
布
ふ
に時

じ
間
かん
がかかる。…」など

です。	

　そこで、今
こん
年
ねん
度
ど
よりグループウェア「チュピトーン（中

ちゅう
主
ず
の

PTAから命
めい
名
めい
：C社

しゃ
製
せい
ビジネスアプリ作

さく
成
せい
クラウドサービス）」

を導
どう
入
にゅう
。役

やく
員
いん
間
かん
の連

れん
絡
らく
や作

さく
成
せい
文
ぶん
書
しょ
の保

ほ
存
ぞん
・共

きょう
有
ゆう
に利

り
用
よう
するほか、

会
かい
員
いん
にも書

しょ
類
るい
や文

ぶん
書
しょ
をオンライン配

はい
信
しん
する、緊

きん
急
きゅう
内
ない
容
よう
の即

そく
時
じ

配
はい
信
しん
を可

か
能
のう
にするなどの改

かい
革
かく
につながりました。	

　導
どう
入
にゅう
当
とう
初
しょ
は、ログインが面

めん
倒
どう
くさい、分

わ
かりにくいといった

声
こえ
もありましたが、学

がく
習
しゅう
参
さん
観
かん
日
び
に合

あ
わせて会

かい
員
いん
向
む
けの「チュピ	

トーン相
そう
談
だん
窓
まど
口
ぐち
」を開

かい
設
せつ
するなどして、今

いま
では、75％を超

こ
える

会
かい
員
いん
が登

とう
録
ろく
済
ず
み。会

かい
議
ぎ
や事

じ
業
ぎょう
の出

しゅっ
欠
けつ
報
ほう
告
こく
、PTA会

かい
報
ほう
や地

ち
域
いき
イ

ベント情
じょう
報
ほう
の配

はい
信
しん
にも活

かつ
用
よう
しており、「PTA 活

かつ
動
どう

に対
たい

する印
いん

象
しょう

がよくなった。」との声
こえ
も聴

き
くようになりました。	

　ただ、高
こう
機
き
能
のう
ではあるが、あれもこれもと欲

よく
張
ば
らず、ITス

キルに苦
にが
手
て
さを感

かん
じる会

かい
員
いん
に合

あ
わせてハードルを下

さ
げたり、

100点
てん
満
まん
点
てん
を目

め
指
ざ
さず、利

り
用
よう
強
きょう
制
せい
しないことが導

どう
入
にゅう
時
じ
の留

りゅう
意
い

点
てん
です。	

「アナログなＰＴＡをグループウェアでデジタル「アナログなＰＴＡをグループウェアでデジタル化化
かか

する！」する！」
中
ちゅう

主
ず

小
しょう

学
がっ

校
こう

ＰＴＡ（野
や

洲
す

市
し

）

中
ちゅう
主
ず
小
しょう
PTA の鈴

すず
木
き
健
たけし
会
かい
長
ちょう
が

県
けん
P 大
たい
会
かい
で事
じ
例
れい
発
はっ
表
ぴょう
をされま

した。

令
れい

和
わ

4 年
ねん

度
ど

受
じ ゅ

賞
しょう

に輝
かがや

くかたがた（敬
けい

称
しょう

略
りゃく

）

県PTA会長表彰 団体
高島市立
新旭北小学校 PTA

県PTA会長表彰 個人
大津市　大西 美紀
彦根市　安居 正頼
守山市　酒井 洋輔
高島市　藤原 浩之

PTA活
かつ
動
どう
において優

ゆう
秀
しゅう
な活

かつ
動
どう
実
じっ
績
せき
を残

のこ
された団

だん
体
たい
・

個
こ
人
じん
を顕

けん
彰
しょう
することで、感

かん
謝
しゃ
と敬

けい
意
い
をあらわしてい

ます。令
れい
和
わ
4年
ねん
度
ど
に各
かく
校
こう
園
えん
PTAで発

はっ
行
こう
された広

こう
報
ほう
紙
し
すべて3部

ぶ
	

ずつをお送
おく
りください。（幼

よう
稚
ち
園
えん
・こども園

えん
は2部

ぶ
ずつ）

印
いん

刷
さつ

物
ぶつ

ではなくインターネットを介
かい

して閲
えつ

覧
らん

 
する「WEB 版

ばん

」のコンクールも始
はじ

まりました！！

出
しゅつ

場
じょう

校
こ う

園
え ん

 募
ぼ

集
しゅう

中
ちゅう

！！

広広
こ うこ う

報報
ほ うほ う

紙紙
しし

コンクコンクーールル

新
しん

年
ねん

度
ど

も

補補
ほほ

助助
じょじょ

金金
きんきん

・・助助
じょじょ

成成
せいせい

金金
きんきん

ののごご案案
あんあん

内内
ないない

使
つか

える

「乳
にゅう

幼
よう

児
じ

の防
ぼう

災
さい

について」子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

  （大
おお

津
つ

市
し

立
りつ

逢
おう

坂
さか

幼
よう

稚
ち

園
えん

PTA）

保
ほ

健
けん

師
し

・看
かん

護
ご

師
し

・防
ぼう

災
さい

士
し

の資
し

格
かく

を持
も

つ講
こう

師
し

を迎
むか

え、乳
にゅう

幼
よう

児
じ

を抱
かか

えた親
おや

子
こ

の避
ひ

難
なん

の仕
し

方
かた

や日
ひ

々
び

の心
こころ

がけ、防
ぼう

災
さい

用
よう

品
ひん

について等
とう

を学
まな

びました。さらに、「防
ぼう

災
さい

手
て

帳
ちょう

」の作
つく

り方
かた

を教
おそ

わり、実
じっ

際
さい

に用
よう

紙
し

に書
か

きだし、準
じゅん

備
び

もしました。

今
こん

年
ねん

度
ど

活
かつ

用
よう

例
れい

( 一
いち

部
ぶ

）

子
こ

どもの安
あん

心
しん

安
あん

全
ぜん

にかかわる事
じ

業
ぎょう

助
じょ

成
せい1 ⃝ 1 校園につき 10,000 円以内の助成

⃝ 募集：10 校園程度PTAがおこなう交通安全・防災研修、危険個所マップづくり等に対する助成

人
じん

権
けん

教
きょう

育
いく

補
ほ

助
じょ

事
じ

業
ぎょう

市
し

町
まち

連
れん

Ｐ活
かつ

動
どう

助
じょ

成
せい3 4

⃝ 1 校園につき 70,000 円以内の助成
⃝ 募集：3 校園程度

⃝ 1 連絡協議会 / 連合会につき 50,000 円の助成

人権尊重に関わるＰＴＡ活動に対する助成
（条件：滋賀県人権教育研究大会の分科会で事例報告）

県Ｐの活動目標６項目に沿う連Ｐ活動に対する助成
※市町のＰＴＡ大会は対象外

親
おや

育
そだ

ち支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

補
ほ

助
じょ2 ⃝ 1 校園につき 10,000 円以内の助成

⃝ 募集：50 校園程度保護者の学びにつながるPTA活動(県Ｐ活動目標6項目に沿う)に対する助成 今
こん

年
ねん

度
ど

活
かつ

用
よう

例
れい

( 一
いち

部
ぶ

）
「SNS・インターネットに潜

ひそ

む
危
き

険
けん

」親
おや

子
こ

研
けん

修
しゅう

会
かい

（長
なが

浜
はま

市
し

立
りつ

高
たか

月
つき

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

PTA）
情
じょう

報
ほう

技
ぎ

術
じゅつ

推
すい

進
しん

ネットワーク会
がい

社
しゃ

の役
やく

員
いん

を講
こう

師
し

に迎
むか

え、ＳＮＳの具
ぐ

体
たい

的
てき

なトラブルについ
て事

じ

例
れい

紹
しょう

介
かい

やセキュリティ対
たい

策
さく

、法
ほう

的
てき

な取
と

り扱
あつか

い等
とう

について、親
おや

子
こ

で学
まな

びました。

�「生
せい

命
めい

のつながり」親
おや

子
こ

研
けん

修
しゅう

会
かい

（彦
ひこ

根
ね

市
し

立
りつ

城
じょう

東
とう

小
しょう

学
がっ

校
こう

PTA）
助
じょ

産
さん

師
し

を講
こう

師
し

に迎
むか

え、生
せい

命
めい

について６年
ねん

生
せい

児
じ

童
どう

と共
とも

に話
はなし

を伺
うかが

いました。奇
き

跡
せき

の連
れん

続
ぞく

で生
う

まれて、ここにいるだけですごい
こと、連

れん

綿
めん

とつながる生
せい

命
めい

の尊
とうと

さについ
て学
まな

びました。

「『いいとこ探
さが

し』の子
こ

育
そだ

てを」
人
じん

権
けん

研
けん

修
しゅう

会
かい

（近
おう

江
み

八
はち

幡
まん

市
し

立
りつ

八
はち

幡
まん

幼
よう

稚
ち

園
えん

PTA）
発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

課
か

から講
こう

師
し

を迎え、子
こ

育
そだ

ての困
こま

り感
かん

や悩
なや

み
について話

はなし

を伺
うかが

いました。一
ひと

人
り

ひとりの違
ちが

いは当
あ

たり
前
まえ

、個
こ

性
せい

の中
なか

にある得
とく

意
い

さと苦
にが

手
て

さはどの子
こ

にもあ
ること、「よさ」に着

ちゃく

目
もく

することの大
たい

切
せつ

さを学
まな

びました。

※詳
くわ
しくは、県

けん
Ｐホームページ各

かく
種
しゅ
様
よう
式
しき
ダウンロードから、ご覧

らん
ください

１．PTAの充実・発展を図るために、市町ＰＴＡ連絡協議会・連合会等と連携しながら、情報の共有と研修に努めます。
２．スマホ・SNSに代表される身近な諸問題を把握し、子どもとの対話を大切にしながら情報モラルを始めとした道徳心の向上に努めます。
３．「早寝・早起き・朝ごはん」を合言葉に、食育と基本的な生活習慣の確立ができるように推進します。
４．虐待やいじめの防止に努めるとともに、自他の生命や人権を大切にする活動を推進します。
５．子どもたちが安心して健やかに生活ができるように、地域・関係団体との連携に努めます。
６．豊かな自然に恵まれた郷土を愛する心が育つように努めます。

県Ｐ県Ｐ
活動目標活動目標

令
れい

和
わ

4年
ねん

度
ど

（4）  117号  2023（令和5）年3月1日 第117号  2023（令和5）年3月1日  （5）

トラベルサービス関西支店
〒 530-0011  大阪市北区大深町3-1 グランフロント大阪タワーB36階  TEL: 06-7223-2120

近くにいる。
チカラになる。

「高校生国際交流プログラム」協賛、「いじめ防止標語コンテスト」協賛、
「エコキャップ推進協会」への支援　ほか

〒530-0012 大阪府大阪市北区芝田1丁目14-8　梅田北プレイス13階
TEL（06）7633-0001　FAX（06）7633-0013

※�詳
くわ
しくは、各

かく
校
こう
園
えん
PTA に配

はい
布
ふ
しているお知

し
らせ、もしくは県

けん
P ホー

ムページでご覧
らん
ください。

締
し

め切
き

り：2023 年３月 31日



O-157に
感染した。

自転車で走行中、
通行人にぶつかって
ケガをさせてしまった。

・クラブ活動中に
　ケガをした。
・自転車運転中に
　ケガをした。

屋外イベントに参加中、
熱中症で病院に
運ばれた。

※スマホ・WEBでお手続きいただけるのは新規加入のお申込みに限ります。
※現在ご加入いただいてる契約の自動更新停止・内容変更等は書類でのお手続きが必要です。
　詳しくは下記代理店までお問い合わせください。

スマホ・WEBでお申込みいただけます！

保険料の請求が簡単！
●スマホからご請求いただけます
●10万円以下のご請求は診断書不要

充実の付帯サービスもご用意
●メディカルアシスト（各種医療に関するご相談）
●デイリーサポート（介護・法律・税務のご相談）

保障制度のお問合せは、下記代理店へお願いします。

TEL：06-7633-0001 （平日10：00～17：00）

「園児･児童・生徒24時間総合保障制度」係
(株)アーク･スリー・インターナショナル

保険料が

55約
割引

団体割引25％
大口団体割引10％

損害率による割引20％適用

1ヶ月あたり

500円
（年間保険料6,000円のタイプ）

％

詳しい補償内容・お申し込み手続きは
4月上旬に学校園から配布されるパンフレット

をご覧ください

詳しくはこちらの封筒をご覧ください

※学校生活はもちろん、
　休日も対象です。

令和5年度　滋賀県ＰＴA連絡協議会

「園児・児童・生徒24時間総合保障制度」のご案内

重 要

詳細はパンフレットをご覧ください。

（団体総合生活保険）

作成年月2022年2月　21-TC09862

PTAが窓口の団体制度だから保険料が約55％割安！！

24時間365日、安心の補償でお子さまをお守りします！！
滋賀県自転車条例に対応しています！！

特定感染症も補償

病気も補償

自転車事故も補償

スマホ、PCから簡単に加入申込ができます！
加入申込締切日 ： 令和5年4月30日（日）

カンタンお申込み！

扶養者に
万一のことが
あった場合に

（6）  117号  2023（令和5）年3月1日


